
表 1 泥炭の区分と構成植物

区分 構成植物

低位泥炭 ヨシ、ヤチハンノキなど

中間泥炭 ヌマガヤ、ワタスゲなど

高位泥炭 ミズゴケ、ツルコケモモなど

有
機
質
層
」
を
H
層
と
呼
ん
で

お
り
、

2
H
層
か
ら
7
H
層
に

分
け
ら
れ
た
。

H
1
層
と

H
2
層
は
、
耕
起

に
よ
り
酸
素
が
供
給
さ
れ
て
分

解
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
根
張
り
と
蒸
散
に

よ
っ
て
水
分
が
吸
収
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

2
0
2
2
年

9

月
号
で
紹
介
し
た
乾
湿
区
分
に

よ
る
と
「
半
湿
」
だ
っ
た
。
一

方、

2
H
層
よ
り
下
の
層
位
は

水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る

「
湿
」
に
判
定
さ
れ
た
。
自
然

の
泥
炭
土
は
、
未
分
解
の
植
物

繊
維
が
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
土
塊

を
握
る
と
水
滴
が
落
ち
る
「
多

土壌断面に学ぶ □—
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有機物からできた土壌は陸地の 1
表2 泥炭の分解度

冒 分解状態

ほぼ未分解

やや分解、それなりに腐植化

ほぼ分解、かなり腐植化

泥
炭
土
の
土
壌
断
面
は
無
機

質
土
壌
の
調
査
と
は
全
く
異
な

り
、
各
層
位
の
泥
炭
が
ど
の
よ

う
な
植
物
の
遺
体
か
ら
で
き
て

い
る
の
か
を
判
定
す
る
。
涅
地

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
育

す
る
が
、
全
て
の
植
物
遺
体
が

泥
炭
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

泥
炭
土
は
数
種
類
の
植
物
遺
体

か
ら
構
成
さ
れ
る
（
表
1
)
。

北
海
道
の
泥
炭
土
で
最
も
よ

く
観
察
さ
れ
る
の
は
ヨ
シ
と
ヤ

チ
ハ
ン
ノ
キ
で
あ
る
。
ヨ
シ
は

管
状
で
節
の
あ
る
太
い
地
下
茎

で
判
別
で
き
、
枯
死
す
る
と
褐

色
に
な
り
、
内
部
が
分
解
さ
れ

へ
ん
ぺ
い

て
扁
平
に
な
る
。
分
解
が
進
む

と
光
沢
の
あ
る
黒
い
表
皮
が
残

る
。
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
は
幹
が
未

分
解
で
残
る
こ
と
が
多
く
、
木

質
部
は
分
解
が
進
む
と
柔
ら
か

く
な
っ
て
赤
褐
色
に
な
る
。

ヨ
シ
や
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
は
、

構
成
植
物
で
見
分
け
る
と

低
位
泥
炭
土
多
い
北
海
道

湿
」
、
あ
る
い
は
自
然
に
水
滴

が
落
ち
る
「
過
湿
」
に
な
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
排
水

や
栽
培
管
理
な
ど
に
よ
り
、
断

面
と
し
て
全
体
的
に
乾
燥
化
が

進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
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北
海
道
の
農
耕
地
に
は
、
火

山
灰
か
ら
で
き
た
黒
ボ
ク
土
、

川
に
運
ば
れ
た
土
砂
か
ら
で
き

た
低
地
土
、
堆
積
物
や
岩
石
か

ら
で
き
た
台
地
土
の
他
に
、
植

物
遺
体
が
積
み
重
な
っ
て
で
き

た
有
機
質
土
壌
で
あ
る
泥
炭
土

が
広
く
分
布
す
る
。
今
号
は
、

石
狩
平
野
に
分
布
す
る
泥
炭
土

の
断
面
を
紹
介
す
る
。

山
灰
、
堆
積
物
な
ど
の
”
無
機

物
“
を
主
と
す
る
母
材
か
ら
で

き
る
土
は
無
機
質
土
壌
と
呼
ば

れ
、
世
界
の
土
の

99
％
と
大
部

分
を
占
め
る
。
私
た
ち
が
土
と

普
段
呼
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の

無
機
質
土
壌
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
枯
れ
た
植
物
な
ど
の

”
有
機
物
“
か
ら
で
き
た
土
を

有
機
質
土
壌
と
呼
び
、
日
本
で

は
泥
炭
土
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省

の
土
壌
分
類
法
ソ
イ
ル
・
タ
ク

ソ
ノ
ミ
ー
で
は
、
ヒ
ス
ト
ソ
ル

(
H
i
s
t
o
s
o
l
s
)

と
呼
ば
れ
る

土
壌
目
に
相
当
す
る
。
世
界
の

陸
地
で
た
っ
た
1
％
し
か
分
布

し
な
い
レ
ア
な
土
だ
。

北
海
道
に
は
海
岸
沿
い
の
低

湿
地
や
河
川
周
辺
の
後
背
湿
地

．
な
ど
、
水
が
多
く
た
ま
る
”
湿

地
“
が
広
く
分
布
す
る
。
湿
地

に
は
ヨ
シ
、
ス
ゲ
、
ヤ
チ
ハ
ン

ノ
キ
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
じ
め
じ

め
し
た
土
地
で
も
生
育
で
き
る

独
特
な
植
物
が
生
え
て
い
る
。

秋
に
な
っ
て
枯
れ
た
植
物
遺
体

は
、
水
が
多
く
て
酸
素
が
少
な

い
こ
と
に
加
え
、
冷
涼
な
気
候

の
た
め
微
生
物
な
ど
に
分
解
さ

れ
切
ら
ず
に
残
り
、
堆
積
し
て

泥
炭
土
と
な
る
。

北
海
道
の
農
耕
地
の
約
9
%

湿
地
と
し
て
は
養
分
が
多
い
環

境
で
生
育
し
や
す
い
。
河
川
の

後
背
湿
地
で
は
氾
濫
の
た
び
養

分
が
供
給
さ
れ
、
ヨ
シ
や
ヤ
チ

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
が
優
占
す
る
湿

地
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
植
物
遺

体
が
堆
積
し
た
”
低
位
泥
炭

土
“
が
生
成
さ
れ
る
。

ヨ
シ
よ
り
も
細
い
茎
が
残

り
、
茎
の
基
部
が
小
さ
な
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
の
よ
う
な
形
で
残
る
の

は
ヌ
マ
ガ
ヤ
、
赤
褐
色
の
細
い

繊
維
の
束
が
残
る
の
は
ワ
タ
ス

ゲ
で
、
こ
れ
ら
の
植
物
遺
体
か

ら
で
き
た
泥
炭
は
”
中
間
泥
炭

土
“
と
呼
ば
れ
る
。
り
ん
片
状

の
葉
が
特
徴
的
な
ミ
ズ
ゴ
ケ

は
、
泥
炭
に
な
っ
て
分
解
が
進

む
と
黄
褐
色
、
赤
褐
色
か
ら
黒

色
へ
と
変
化
し
、
最
後
に
は

”
こ
し
餡
“
の
よ
う
な
状
態
と

な
る
。
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
周
囲
に

は
、
細
い
茎
が
直
線
状
の
針
金

の
よ
う
に
残
っ
た
ツ
ル
コ
ケ
モ

モ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
植
物
遣

体
か
ら
で
き
た
泥
炭
は
”
高
位

泥
炭
土
“
と
呼
ば
れ
る
。

泥
炭
土
の
土
壌
断
面
を
見

て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
植
物
を

見
分
け
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
た
だ
、
北
海
道
の
泥
炭
土

の
約
8
割
は
低
位
泥
炭
土
で
、

泥
炭
の
特
徴
は
、
植
物
遺
体

が
ど
の
程
度
分
解
さ
れ
て
い
る

の
か
で
理
解
す
る
。
植
物
遺
体

が
ほ
と
ん
ど
分
解
さ
れ
て
い
な

い
と
、
泥
炭
に
は
植
物
組
織
に

由
来
す
る
繊
維
が
た
く
さ
ん
残

る
。
一
方
、
分
解
が
進
む
と
繊

維
が
少
な
く
な
る
と
と
も
に
有

機
物
の
一
部
が
腐
植
化
し
て
黒

く
な
る
。
繊
維
の
残
り
具
合
や

色
の
黒
さ
を
観
察
し
て
、
泥
炭

の
パ
刀
解
度
“
を
判
定
す
る

（表
2
)
。

腐
植
化
の
程
度
観
察
し

泥
炭
の
4

分
解
度
ク
判
定

植物遺体が積み重なってできる泥炭土

世
界
に
分
布
す
る
土
は
大
き

く
2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の

違
い
は
母
材
が
無
機
物
主
体
か

有
機
物
主
体
か
で
、
岩
石
、
火

に
は
泥
炭
土
が
分
布
し
て
お

り
、
道
東
の
釧
路
湿
原
周
辺
、

十
勝
川
や
常
呂
川
の
河

D
付

近
、
道
北
の
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
、

そ
し
て
道
央
の
石
狩
平
野
に
多

く
見
ら
れ
る
。
特
に
石
狩
平
野

に
は
石
狩
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て

で
き
た
広
大
な
後
背
湿
地
に
泥

炭
土
が
分
布
し
て
い
る
。
後
背

湿
地
と
は
、
川
の
自
然
堤
防
の

背
後
に
で
き
る
粘
土
が
多
く
て

湿
り
気
が
多
い
土
地
の
こ
と
で

あ
る
。美

唄
市
茶
志
内
の
後
背
湿
地

に
位
置
す
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
畑

で
土
壌
断
面
を
掘
っ
て
み
た

（
写
真
）
。
こ
の
断
面
は
表
層

農
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
の
は
後
背
湿
地
な
ど
の
低
地

に
分
布
す
る
泥
炭
土
で
あ
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
が
ヨ
シ
や
ヤ
チ

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
か
ら
で
き
た
低

位
泥
炭
土
と
判
断
し
て
差
し
支

え
な
い
。
実
際
、
今
号
で
紹
介

し
て
い
る
土
壌
断
面
で
観
察
さ

れ
る
の
は
ヨ
シ
や
ヤ
チ
ハ
ン
ノ

キ
の
植
物
遺
体
か
ら
で
き
た
泥

炭
で
、

2
H
層
に
は
ヤ
チ
ハ
ン

ノ
キ
の
木
質
部
が
分
解
さ
れ
た

赤
褐
色
の
泥
炭
が
見
ら
れ
、

5

H
層
や
6
H
層
な
ど
に
は
分
解

さ
れ
切
っ
て
い
な
い
ヨ
シ
の
地

下
茎
が
確
認
で
き
る
（
写
真
）
。

本
来
は
多
湿
だ
が
排
水
で

全
体
的
に
進
む
乾
燥
化

植
物
遺
体
に
由
来
す
る
繊
維

が
4
分
の

3
以
上
残
っ
て
い
て

ほ
ぼ
未
分
解
で
、
腐
植
化
も
進

ん
で
い
な
い
泥
炭
は
”
分
解
不

良
“
、
繊
維
が

6
分
の

1
未
満

し
か
残
っ
て
い
な
い
ほ
ど
分
解

さ
れ
、
黒
く
な
っ
て
腐
植
化
が

か
な
り
進
ん
で
い
れ
ば
”
分
解

良
“
、
そ
の
中
間
で
あ
れ
ば
”
分

解
中
“
と
区
分
す
る
。
ア
メ
リ
カ

農
務
省
の
調
査
方
法
で
は
、
分

解
不
良
が

O
・
1
層
、
分
解
中
が

o
e
層
、
分
解
良
が

0
a
層
と

記
号
を
使
い
区
別
し
て
い
る
。

今
回
の
土
壌
断
面
は
、
耕
起

な
ど
の
影
響
で
分
解
が
進
ん
だ

o
a
1
層
と

o
a
2
層
が
表
層

か
ら
深
さ

45
セ
ち
討
ま
で
に
見
ら

れ
、
そ
の
下
に
は
分
解
中
の

2

o
e
層
や

7
0
e
層
、
分
解
不

良
の

5
O
・
1
層
な
ど
が
見
ら
れ

る
と
い
っ
た
感
じ
で
記
録
さ
れ

た
（
写
真
）
。

泥
炭
土
は
土
壌
断
面
の
観
察

や
記
録
の
仕
方
が
無
機
質
土
壌

と
は
か
な
り
異
な
る
。
そ
れ
ほ

ど
土
壌
と
し
て
は
特
殊
か
つ
珍

し
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
が
農
業
利
用

上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の

か
を
含
め
て
、
次
号
以
降
も
泥

炭
土
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
囮

道
内
農
耕
地
の
約

9
%

に
分
布
す
る
泥
炭
土

か
ら
深
さ

1
0
0
巧
昇
ま
で
ほ

と
ん
ど
が
有
機
物
か
ら
で
き
た

土
で
、
深
さ

45
セも
認
ま
で
は
耕

起
の
影
響
に
よ
っ
て
分
解
が
進

ん
で
い
る

H
1
層
と

H
2
層
が

見
ら
れ
た
。

H
2
層
に
は
、
太

さ
l
S
5
戸
昇
の
太
い
根
（
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
貯
蔵
根
）
と
1

ミ
リ
昇
未
満
の
細
い
根
（
吸
収

根
）
が
多
く
観
察
さ
れ
た
。

深
さ

45
セ
も
昇
よ
り
下
に
は
、

色
や
分
解
の
程
度
が
異
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
有
機
物
層
が
見
ら

れ
、
深
さ

6
5
s
7
0
セ
も
い
い
に
灰
色

の
粘
土
で
あ
る

4
c
g
層
を
挟

み
、
そ
の
下
に
も
有
機
物
層
が

続
い
て
い
た
。
日
本
の
土
壌
調

査
方
法
で
は
「
水
面
下
で
、
未

分
解
ま
た
は
分
解
し
た
植
物
遺

体
の
集
積
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
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低位泥炭土の土壌層位（美唄市アスパ

ラガス畑）
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